







































































審査では､ 1) RCTデザインを選択しなかった理由が明記されていないこと､ 2)利用者のアウトカムには変
化が無かったが他の要因の影響を考慮するためにサブ解析の結果が必要であること､ 3)保健師等の振り返り
評価を行った理由が明確でないこと､などが指摘された｡それに対して､ 1)市主催の研修であり全保健師等の
参加を優先したため､ RCTデザインではなく保健師が日程を選ぶ割り付け方法を選択したこと､非ランダム化
割り付けに伴うバイアスについても考察を加えたこと､ 2)利用者の属性によるサブグループにおいても3群
間に有意な差がなかったこと､3)研修を受けたことにより評価基準が変化する可能性(レスポンスシフト現象)
を考慮して振り返り評価を実施したこと､が論文に追加された｡
筆者は､短期の集合研修だけでなく継続した研修によって､保健師等のコミュニケーション技能の遂行可能感
が高まること可能性を示し､コーチングスキル研修は介護予防ケアマネジメントに有用であろうと結論づけて
いる0本研究は､介護予防ケアマネジメントを担当する保健師等のコミュニケーションスキル-の介入を試み
た初めての研究であり､社会的な意義が大きい｡
よって,本論文は博士(障害科学)の学位論文として合格と認める｡
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